
2021年 3月 6日 には神奈川大学オン

ラインフォーラム (Youttubeに て限定配

信)「地域で備える 神奈川防災・減災フォ

ーラム」が開かれ、基調講演講師として荏

本孝ス先生から、「近隣扶助への自党に期

待」住み続けられる地域を目指して、バネ

ブレディスカッションでは電出さんが防災教

育と地i或 防災について発表しました。

【3】 大学周辺の地域とのつながり

横浜市内の地域ケアプラザで防災まちづ

<り 活動に協力し、高田地域ケアプラザ、

川丼地域ケアプラザ、中でも神奈川大学の

すぐ近くの六角橋地域ケアプラザと協力し

て、2013年 4回講座を行ないました。そ

の受講者を対象にフォローアップ講座を5
回行い、ダンボール トイレの組み立てや、

トランシーバーを活用 しながら街歩きをし

て、防災マップ作りなどを行ないました。

2013年 2月 にだるまとしては最初の

「J―D∧G」 を六角橋地域ケアプラザで「デ

ビュー講座」を開催しています。

【4】 小中学校の学校防災への協力

小中学校の防災教育へ講演や支援を提供

してきました。荏本先生が小学校の要請

に応えて講演と出前授業を行ない、防災塾

だるまも、まず参加して活動状況を学習し

ました。さらに学校の依頼に沿って、クロ

スロード、」―DAC、 体験防災め<り 子ども

版、引き渡し副|1練 、「まち歩きマップつ<り

と地域の危険を知る」等の支援を行いまし

た。

横浜市立港中学校からは、商店街や中華

街、高速道路を抱える地域であり、阪神淡

路大震災の都市型災害をイメージして、同

中学校への防災教育を要請されました。早

速打ち合わせ、まず教IJi員 への防災講座、

次に 1～2年生 180名が 2回、■
~校

生徒

300人 と父兄を対象とした防災講座を行

いました。
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この実践は他校にも波及し、「クロスロー

ドゲーム」による安全教育を行いました。

【5】 学校防災と地1或 防災の連携する 聯総含

的防災まちづくり構想」への前進

関東大震災、阪神・淡路大震災、東日本大

震災の経験から、地i或防災の重要性や地i或

の防災拠点となりうる小中学校と地域防災

との連携のあリカが、課題として浮き彫り

になつてきました。
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①2015年 1月 31日 神奈川県の学校防

災教育研修会・集会 鎌倉商工会議所ホー

ルで 90名が参加し、テーマは「地上或の人

的資源をいかに防災教育に活かすのか」が

行われました。

④ 2017年 12月 1日 横浜市立北綱島

小学校/ANttl受業と訓練に参加・見学 防災

教育の取組み、授業参観による家族の参画

も行われていました。
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③2018年 8月 25日 特別シンポジュウ

ム「学校と連携した地域防災の力」では電

山元校長の基調講演、次いでパネリス トに

学校関1系者や拠点運営委員、114名が参力0

しました。

学校をベースとし地上或の主体が関わる

「地区防災計画」づ<り を目指しています。

④第 172回談義の会では、元校長の電山

さんによる「災害に強い学校・まちづ<り

～こどもを守れる学校の在り方～」の講演

がありました。

⑤ 養成講座でも 2019年の第 14回と

2021年の 15回に元校長の電山さんが、

多様な組織が連携する防災まちづ<り につ

いて報告しました。

【6】「かながわ人と智をつなぐ防災・減災

ネットワークJ(通称「人と智ネット」)ヘ
の参加

本件は、神奈川大学教授の荏本先生をリ

ーダーとして、2013年から 3年かけて実

施 した「宮学民連携地域防災活動活性化研

究」によってl巴握されました、神奈川県下

の地方研究教育機関、行政機関、自治体、企

業、学校、地域の防災に取り組む方皮と支
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―クショップを開催 し、団体間の交流を行

つています。

地域の災害対応力を高めるため、神奈川

大学をはじめ県内の大学や高校との連携を

探る「大学と地l或の防災・減災ミーティン

グ」を、2019年 6月 23日 (日 )に学生

も含め 65名の参加を得て神奈川大学で開

催しました。

専修大学大矢根先生の「東日本大震災に

おける石巻専修大学学生の取組み」の講演、

桐蔭横浜大学、川崎市立川崎高校などの先

端19_lや 神奈川大学の学生の防災の取組みの

発表後、5つのグループに分かれて活発な

討論を行いました。

2019年 12月 21日 (土)には関東学院

大学金沢ハ景キャンパスで、多<の大学生

も含めて94名が参力8して開催、規矩学長

による関東学院大学の災害研究や学生によ
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る防災ボランテイア活動の発表、ポスター

発表も活発で、大学倶」の連携ネ ットワーク

構築のミーティングになりました。

2020年以降、新型コロナウイルス感染

症禍で活動できず、事務局からメルマガが

配信されています。

援する方々をつなぎ、2016年に団体 &個

人のデータベースを作成し、発足しました。

大学資源を活用する防災一減災ネットワ

ークの活動にだるまも多数の委員と共に参

加しています。情報共有と連携を目標にワ
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西日本各地

日神戸市役所、兵庫県

117慰霊のつどいに参力]

●広島県・岡山県災害現場、広島

県弁護Jl会、神戸周辺慰霊箇所

神奈川県央地域

■相模原防災十会

神奈川県防災センター

●大和市、Hl自 治連合会、同防災

センター、座問市消防本部、南林

問自治会

★荏本先生講演会 6回
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関東各地 'そ の他

■国会、防災科学研究所

●中越地震被災地

域西大学、鶴ヶ島市

建築士会女性委員会 (東京、

神奈川 。千葉・茨城ほか)

☆荏本先生講演会 文部省・都

庁、海外 。その他含め 19回
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東日本被災地訪間

●岩手県復興局、岩子大学

被災地 :山 田町、女川町、気仙

沼復興商店街、陸前高田市、石

巻市、釜石市、宮占市、名取市

閑 L地区、大り|1小学校

川 1奇地域

●川崎市健康安全研究所

★荏本先生講演会 1回

神奈川大学

■KUポー トスクエア

●養成講座 15年 に 15回

。みなとみらいキャンパス開所

■神奈川大学横浜キャンパス

★荏本先生講演会 271可

横浜地域  ■神奈川県庁、横浜市役所

横浜市民防災センター、横浜市衛生研究所、

横浜地方気象台、横浜開港資料館、横浜市

開港記念館、横浜みなと博物館、土木学会、

県民サポートセンター、男女共同参画セン

ター、

■磯子区各自治会 まちネット緑

●山下公園、地1或ケアプラザ (六角橋、旭

区川井地区、港北区高田地区、屏風浦、小

菅が谷、中野、)、 北綱島小、湊中学校、鴨

居中学校、菅田中学校、戸塚中、神奈川区

(向町自治会、白1番小、中丸町内会、子安

町内会、他)、 栄区役所、中区役所地域防災

ENOS根岸製油所、横浜市緑区白山土砂災

害現場

★荏本先生講演会 7回
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神奈り|1県西地域

■温泉地学研
i究

所、神奈川県立生

昴の星地球博物館

■大井町防災まちづ くりの会

●大井町、開成町、中井町、松田

町、上大井自治会、高足柄中

★荏本先生講演会 ,国

几例 ■地震関係団体・協力団体 ●調査地・訪問地・講演地 自治会、教育機関

★荏本先生講演会実施f同所 117● l

湘南地域

■ひらつか防災まちづ くりの会

●平塚市、二宮町

県立茅ケ崎西浜高校

★荏本先生講演会 13回

三浦地域

■葉山防災ネットワーク

●鎌倉市、横須賀市東山葉桜

会館、葉山町立 一色小学校

★荏本先生講演会 3回
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